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研究成果の概要： 

  

 私はこの10年、「書誌:日本におけるヘミングウェイ研究」の作成を行ってきたが、平成19年度

と20年度には科学研究費補助金（基盤研究(C)）を取得し、その成果を、日本ヘミングウェイ協

会編の学術誌『ヘミングウェイ研究』第9号と同10号に、それぞれ「書誌：日本におけるヘミン

グウェイ研究—2007」と「書誌：日本におけるヘミングウェイ研究—2008」を掲載した。これらを

見ると、毎年いかに多くのヘミングウェイに関する論文やエッセイが日本に於いて書かれている

かが一目瞭然に分かる。また、そればかりか、本書誌は作者の言葉を引いて、おおよその内容ま

でをも推し量ることができるように工夫してあるので、今後、屋上屋を架するような論文の出て

くることを防ぐことも出来ると信じる。 
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１．研究開始当初の背景 
  

 ヘミングウェイ研究の最先端を行くアメリ

カには、少なくとも3点の立派な書誌がある。

ひ と つ は 、  Audre Hanneman, Ernest 

Hemingway: A Comprehensive Bibliography. 

Princeton: Princeton UP,1967と、同著者に
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よって1975年に出版されたその補遺。 2点目

は 、 Linda Wagner, Ernest Hemingway: A 

Reference Guide. Boston: Hall, 1977.。3

点目は、Kelli Larson, Ernest Hemingway: A 

Reference Guide,1974-1989. Boston: Hall, 

1990.である。 

  

 これらを見ればアメリカにおけるヘミング

ウェイ研究 の動向がほぼ分る。しかし、わが

国にはいまだこれらに匹敵するような書誌は

ない。これがまずこの研究を手がけてみよう

という着想に至ったそもそもの背景である。 

 

２．研究の目的 
 

 毎年、日本に於いてヘミングウェイに関し

て書かれる論文やエッセイはおびただしい。

こうした文献を整理し、その要約のようなも

のを付したら、検索が容易になることはもち

ろんのこと、前述したように、屋上屋を架す

るような論文は出てこないはずであるとい

う着想から、それならば、そうした書誌の作

成を試みてみようというのがこの研究の大

きな目的のひとつである。 
 
３．研究の方法 

 

 以下に、主な研究の方法を箇条書きにして

示す。 

 

(1)非売品の物も含め、新しく刊行された書

籍には網羅的に現物に当たる。 

 

(2)学会誌、紀要、同人誌、商業誌等に掲載  

された個々の文献に当たる。 

 

(3)年鑑等に掲載された書誌を調べ、実際の

文献に当たる。 

 

(4)個々の文献には内容の概略を付す。 

 

４．研究成果 

 

 私は学術誌『ヘミングウェイ研究』（日本

ヘミングウェイ協会）の選考委員長という立

場から、毎年寄せられてくる多くの論文に目

を通している。 

 

 しかし、時折、先行研究を踏まえていない

論文に出くわし、愕然とすることがある。私

はこの原因のひとつに日本における書誌の

未整理があると考えた。 

 

 といっても、わが国にこれまで全く書誌が

なかったわけではない。福田陸太郎編「日本

におけるヘミングウェイおよびフォークナー

文献」『比較文学』第3巻（日本比較文学会、

1960年）, 高村勝治「ヘミングウェイ書誌」

『ヘミングウェイ研究』（英宝社、1979年）は

そのひとつの例である。 

 

 しかし、なんといっても、古い上に、執筆

者とタイトルと雑誌名と発行年だけのデータ

では、これからヘミングウェイに関する論文

を執筆しようとする学生や研究者にとっては

満足のいくものではない。やはり、個々の論

文やエッセィの内容までもが少しでも掴める

書誌が不可欠なのである。 

 

 私は日本ヘミングウェイ協会の資料室長

も兼務していることから、学術誌『ヘミング

ウェイ研究』（日本ヘミングウェイ協会編）

の創刊号（2000 年）から、単独で、個々の論

文の概略まで付した書誌を作成してきた。 

 

 この私の作成した書誌で、ここ10年間にお

ける日本に於いて書かれたヘミングウェイに



 

 

関する論文やエッセィの数を調べるとおおよ

そ次のようになる。 

 

 1999年：154点、2000年：170点、2001年：

229点、2002年：210点、2003年：362点、2004

年：398点、2005年：257点、2006年：252点、

2007年：252点、2008年：275点。 

  

 この膨大な数は、ヘミングウェイという作

家がいかに日本人に親しまれ、かつ研究され

続けてきたかを如実に物語っているとみなし

ていいだろう。  

  

 日本におけるヘミングウェイ研究は、先の

福田陸太郎編「日本におけるヘミングウェイ

およびフォークナー文献」『比較文学』第3

巻（日本比較文学会、1960年）によると、伊

藤整が『詩と詩論』第4号（厚生閣書店）にヘ

ミングウェイに関する評論を掲載した1929年

に始まる。 

 

 ということは、これまで、およそ80年間に

渡って、日本のヘミングウェイ研究は続けら

れてきたことになるが、その長い歴史のなか

でも、とりわけ目覚ましい進展が見られるの

は1980年代以降である。 

 

 なかでも、特筆すべきはヘミングウェイ生

誕百年に当たる 1999 年という年である。5冊

のヘミングウェイに関する単行本が出版さ

れ、3 つの雑誌がヘミングウェイに関する特

集を組んだのである。これをひとつの頂点と

呼んでよい。  

 

 ところで、書誌作成というのは地味ではあ

るが、絶対誰かがどこかでやらねばならない

大切な仕事なのである。しかし、単なる文献

の羅列なら、あまり意味はないだろうし、そ

の価値も半減するだろう。 

 

 なぜなら、再三述べることになるが、その

種の書誌は文献の内容が不明なので、後に続

く者が同じことを繰り返す可能性があるか

らである。 

 

 私は大変な作業を覚悟の上、各文献のおお

よその内容までもが掴めるものを作成して

きたのである。そのためには、大小問わず、

公にされた現物にはほとんどすべてに目を

通したのである。 

 

 こうした私の仕事に対して、武藤脩二は

「労作であり、大きな資料的価値を有する」

（『ヘミングウェイ研究』創刊号）と述べれ

ば、日本ヘミングウェイ協会会長、今村楯夫

は最近、「ほぼ完璧に網羅した形」（『ヘミン

グウェイ研究』第 10 号）と述べた。この二

人の言葉はそのまま私のこの研究のインパ

クトの大きさを物語っていると言っていい。 

  

 今後は、私はヘミングウェイ研究のひとつ

のサイクルの頂点とみなす、1999年から2008

年に至る10年間の書誌をひとまずまとめて、

公刊しようと決意している。そうなれば私の

当座の目的はひとまず達成されたとみなして

いいだろう。 

 

 もちろん、私はこれまで通り、単年度ごと

の「書誌：日本におけるヘミングウェイ研究」

（日本ヘミングウェイ協会）は確実に継続、

作成していくつもりである。  
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